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要約 
アマゾン ウェブ サービス (AWS) はエンタープライズグレードのソリューションを迅速かつ信頼性と

コスト効率に優れた方法でデプロイするための、包括的なサービスとツールのセットを提供します。

Oracle Database は、幅広く使用されているリレーショナルデータベース管理システムであり、ビジ

ネス取引のさまざまな段階における多様な形式のデータを管理するために、あらゆる規模の企業でデプ

ロイされています。このホワイトペーパーでは、Oracle Database を AWS へ移行する際に推奨され

る方法について説明し、お客様のビジネスに最も見合った方法を選択するサポートをします。 

 

注意: 本書に記載されているサービスや製品に関する情報は、2018年 8 月公開時点のものです。それ

以降にお読みになられた場合はそれらの情報が更新されている可能性がありますので、AWS ウェブサ

イトにて各製品に関するページまたはドキュメントにて最新情報をご確認ください。 
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はじめに 
このホワイトペーパーでは、オンプレミスやお客様のデータセンターのサーバーからアマゾン ウェブ 

サービス (AWS) へ Oracle Database を移行するためのベストプラクティスと方法をご案内します。

アプリケーションバイナリとは異なり、データは再構築や再インストールすることができません。その

ため、データ移行は慎重に計画し、実績のあるベストプラクティスに基づいて計画する必要がありま

す。 

AWS では、Oracle Database をクラウド上のマネージドデータベースサービスである Amazon 

Relational Database Service (Amazon RDS) だけでなく Amazon Elastic Compute Cloud 

(Amazon EC2) でも実行できる柔軟性を提供します。 

— Amazon Relational Database Service (Amazon RDS) は、クラウド内でのリレーショナル

データベースのセットアップ、運用、およびスケーリングが簡単に行えるようにします。Amazon 

RDS は、業界標準のリレーショナルデータベースにコスト効率が高く、サイズ変更が可能なキャパ

シティーを提供し、一般的なデータベース管理タスクを行います。 

— Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2) は、クラウド内でスケーラブルなコンピュ

ーティング容量を提供します。Amazon EC2 の使用により、ハードウェアに事前投資する必要がな

くなるため、アプリケーションの開発とデプロイをより迅速に行えます。Amazon EC2 を使用する

と、ちょうど必要な数だけの仮想サーバーを立ち上げ、セキュリティおよびネットワーキングを構

成でき、ストレージを管理できます。 

Amazon EC2 上でのデータベースの実行は、お客様独自のサーバーでのデータベースの実行に非常に

よく似ています。Oracle Database を Amazon EC2 で実行するか、Amazon RDS で実行するかの選

択に応じて、データ移行プロセスが異なる場合あります。例えば、Amazon RDS インスタンスでは、

ユーザーはオペレーティングシステムレベルのアクセスがありません。お客様のニーズに最適な方法を

選択できるように、可能な限り様々な戦略を理解することが重要です。 

http://aws.amazon.com/rds/
http://aws.amazon.com/ec2/
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データ移行戦略 
選択する移行戦略は、いくつかの要因によって異なります。 

— データベースのサイズ 

— ソースサーバーと AWS の間のネットワーク接続性  

— お使いの Oracle Database ソフトウェアのバージョンとエディション 

— 使用可能なデータベースオプション、ツール、およびユーティリティ 

— 移行のために利用できる時間 

— AWS への移行と切り替えが、ワンステップでの実行、または一連のステップでの経時的な実行の

どちらになるか  

次のセクションでは、いくつかの一般的な移行戦略について説明します。 

ワンステップ移行 
ワンステップ移行は、24～72 時間シャットダウンできる小規模データベースの移行に適したオプショ

ンです。シャットダウン期間中にソースデータベースからすべてのデータが抽出され、抽出されたデー

タは、AWS 上の移行先データベースに移行されます。AWS 上の移行先のデータベースでは、ソース

とのデータ整合性のテストと検証が実施されます。全ての検証に合格すると、データベースは AWS に

切り替えられます。 

ツーステップ移行 
ツーステップ移行は、必要なダウンタイムを最小限に抑え、任意のサイズのデータベースを使用できる

ことから、一般的に使用されるメソッドとなっています。 

1. データは、ソースデータベースが動作している間のある時点 (ピーク使用時以外を推奨) で抽出され

移行されます。この時点ではダウンタイムがないため、移行期間は十分な長さを保てます。データ

移行の完了後、ソースとの整合性について移行先のデータベースのデータを検証し、パフォーマン
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ス、アプリケーションへの接続性、および必要に応じてその他の基準について AWS 上の移行先デ

ータベースのテストすることができます。 

2. 初期データ移行後にソースデータベースで変更されたデータは、切り替え前に移行先に反映されま

す。このステップで、ソースと移行先データベースが同期されます。この変更は、データベースを

シャットダウンできる時間にスケジュールするようにしてください (通常は週末の深夜数時間)。こ

のプロセス中、アプリケーションはソースデータベースにアクセスできなくなるため、ソースデー

タベースに追加の変更が行われることはありません。通常、最初のステップの後に変更されたデー

タの量はデータベースのサイズと比べて小さいため、このステップは迅速に行われます。このた

め、最小限のダウンタイムしか必要ありません。変更されたデータがすべて移行されると、移行先

データベースデータを検証し、必要なテストを実行することができます。テストにすべて合格する

と、AWS 上のデータベースに切り替わります。 

最小限のダウンタイムの移行 
業務状況によっては、ダウンタイムがほとんど、またはまったくなくデータベースの移行が必要となる

ものがあります。これには、適切な実行に向けた詳細な計画と必要なデータレプリケーションツールが

求められます。 

これらの移行方法には通常、初期の一括抽出 / ロードと、一括ステップの実行中に発生した変更の適用

という 2 つのコンポーネントが含まれます。変更が適用されたら、移行されたデータを検証し、必要

なテストを行う必要があります。 

レプリケーションプロセスは、移行先データベースとソースデータベースを同期させ、その後も引き続

きソース上のデータ変更のすべてを移行先にレプリケートします。同期レプリケーションはソースデー

タベースのパフォーマンスに影響を与える可能性があるため、データベースで数分間のダウンタイムを

許容できるのであれば、同期レプリケーションの代わりに非同期レプリケーションをセットアップする

ことをお勧めします。ソースと移行先データベースは常に同期化されているため、いつでも AWS 上の

データベースに切り替えることができます。 

最小限のダウンタイムの移行に役立つツールがいくつかあります。AWS Database Migration Service 

は、オンプレミス、Amazon EC2、Amazon RDS で実行される Oracle を含む幅広いデータベースエ

ンジンをサポートします。Oracle GoldenGate は、Dbvisit Replicate や Attunity Replicate などのサ



アマゾンウェブサービス - Oracle Database を AWS に移行するための戦略                                     2018 年 8 月 

 

8/47 ページ                                                                                                                    
 

ードパーティ製ツールと同様に、リアルタイムのデータレプリケーションのもう 1 つのオプションで

す。 

継続的なデータレプリケーション  
AWS 上の移行先データベースが報告/BI または災害対策 (DR) 目的のクローンとして使用されている

場合、継続的なデータレプリケーションを使用できます。この場合のプロセスは、切り替えやレプリケ

ーションの停止が発生しない点を除いて、最小限のダウンタイムの移行と完全に同じです。 

Oracle Database 移行に使用されるツール 
データ移行には、使用できるツールとテクノロジーが数多くあります。これらのツールのいくつかを互

換的に使用、または市販されているその他サードパーティーツールやオープンソースツールを使用でき

ます。 

— AWS Storage Gateway は、オンプレミスのソフトウェアアプライアンスをクラウドベースのス

トレージと接続するサービスでで、組織のオンプレミス IT 環境と AWS ストレージインフラスト

ラクチャ間におけるシームレスかつセキュアな統合を実現します。このサービスは、スケーラブル

でコスト効率の良いストレージのために AWS クラウドにデータをセキュアに保存することを可能

にします。AWS Storage Gateway は、お客様の既存のアプリケーションで動作する業界標準のス

トレージプロトコルをサポートします。Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) または 

Amazon Glacier で暗号化されたデータのすべてをセキュアに保存しながら、頻繁にアクセスされ

るデータをオンプレミスで維持することにより、低レイテンシーのパフォーマンスを提供します。 

— AWS Database Migration Service (DMS) は、AWS 間でデータベースを簡単かつ安全に移行

するのに役立ちます。ほとんどの商用データベースとオープンソースデータベースをサポートし、

同種間移行と異種間移行の両方を容易にします。AWS DMS は、データベースの同期を維持し、移

行中のダウンタイムを最小限に抑える変更データキャプチャ技術を提供しています。AWS DMS 

は、クライアントのインストールが不要なマネージド型サービスです。 

— Oracle Recovery Manager (Oracle RMAN) は、Oracle から入手できる、Oracle Database 

のバックアップおよび復元を実行し、管理するためのツールです。RMAN では、完全なホットまた

http://aws.amazon.com/storagegateway/
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はコールドバックアップと増分バックアップが可能です。RMAN はバックアップカタログを保持

し、復元プロセスをシンプル化し、その信頼性を高めます。また、RMAN は、バックアップまたは

アクティブなデータベースからのデータベースの複製、またはクローンも実行できます。 

— Oracle Data Pump Export は、Oracle Database に対するデータとメタデータのエクスポート

とインポートのための多目的なユーティリティです。データベース全体、選択的スキーマ、テーブ

ルスペース、またはデータベースオブジェクトでの Data Pump Export/Import を実行できます。

Data Pump Export/Import は、データの選択的なエクスポートまたはインポートのための強力な

データフィルタリング機能も備えています。 

— Oracle GoldenGate はソースと、1 つ、または複数の移行先データベースとの間でデータを複製

するためのツールです。これは、高可用性アーキテクチャの構築に利用することができます。ま

た、リアルタイムのデータ統合、トランザクション変更データキャプチャ、異種 IT 環境でのレプ

リケーションを実行することもできます。  

— Tsunami UDP はオープンソースのファイル転送プロトコルで、長距離ネットワークを介して超高

速の転送を行うために TCP 制御および UDP データを使用します。転送に UDP を使用すると、同

じネットワーク上での TCP による転送で可能なスループットよりも、さらに多くのスループットを

得ることができます。Tsunami UDP は SourceForge.net の Tsunami UDP Protocol ページから

ダウンロードできます。1 

— Oracle SQL Developer は、データの操作、開発、および管理用に Oracle から無償提供されてい

る GUI ツールです。この Java ベースのツールは、Microsoft Windows、Linux、または Mac OS 

X に対応しています。  

— Oracle SQL*Loader は、Oracle から入手できる大量データロード用のユーティリティで、デー

タベースに外部ファイルからデータをロードするためのものです。SQL*Loader は、完全なデータ

ベースクライアントのインストールの一部として含まれています。 

— Attunity Replicate は、主要な全てのデータベース、データウェアハウス、Hadoop プラットフ

ォームにわたって効率的にデータをロードします。手動の ETL コーディングが不要になり、ソフト

ウェアをインストールすることなくデータをレプリケートできます。 

                                                 

1 http://tsunami-udp.sourceforge.net/  

http://tsunami-udp.sourceforge.net/
http://tsunami-udp.sourceforge.net/
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Amazon RDS または Amazon EC2 でのデータ

ベースの作成 
AWS にデータを移行するには、ソースデータベース (オンプレミス、またはデータセンター内) と 移

行先データベースが必要 AWS 上のです。ビジネスニーズに基づいて、Amazon RDS for Oracle を使

用する、または Amazon EC2 でデータベースを独自にインストールおよび管理することを選択できま

す。お客様のビジネスに最適なサービスを選択するには、次のセクションを参照してください。 

Amazon RDS  
Amazon RDS for Oracle を使用することによってアプリケーション開発に集中できるようになるた

め、お客様の多くは Amazon RDS for Oracle を選択します。Amazon RDS は時間のかかるデータベ

ース管理タスクを自動化します。これには、プロビジョニング、バックアップ、ソフトウェアパッチの

適用、モニタリング、ハードウェアスケーリングが含まれます。Amazon RDS は、インフラストラク

チャの計画とプロビジョニングを不要にするだけでなく、データベースソフトウェアのインストール、

設定、維持も不要にすることによって、データベースを実行するためのタスクを簡素化します。  

さらに、Amazon RDS for Oracle は、実稼働ワークロードのための可用性と信頼性を向上させるため

のレプリケーションの使用を容易にします。Multi-AZ 配置オプションを使用することにより、優れた

可用性でミッションクリティカルなワークロードを実行でき、プライマリデータベースから同期レプリ

ケートされたセカンダリデータベースへの組み込み型自動フェイルオーバーも行うことができます。全

ての AWS サービスと同様に、先行投資は必要なく、お支払いいただくのは使用したリソース分のみで

す。詳細については、Amazon RDS for Oracle Database を参照してください。 

Amazon RDS を使用するには、AWS アカウントにログインし、AWS マネジメントコンソールから、

Amazon RDS Oracle インスタンスを起動します。これを中間移行データベースとして扱い、ここから

最終的なデータベースを作成することがより良い戦略です。Multi-AZ 機能は、データ移行が完全に完

了するまで有効にしないでください。これは、Multi-AZ のためのレプリケーションがデータ移行のパ

フォーマンスを妨げるためです。インポートデータファイルを保存するために、インスタンスに十分な

http://aws.amazon.com/rds/oracle/
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スペースがあることを確認してください。通常、データベースサイズの 2 倍の容量をプロビジョニン

グする必要があります。 

Amazon EC2 
もうひとつの方法として、Amazon EC2 上で直接 Oracle Database を実行することができます。これ

により、インフラストラクチャとデータベース環境全体のセットアップを完全に制御することができま

す。このオプションは使い慣れたアプローチを提供しますが、Amazon EC2 インスタンス、ネットワ

ーキング、ストレージボリューム、および拡張性とセキュリティなどすべてのコンポーネントを、必要

に応じて (AWS アーキテクチャのベストプラクティスに基づいて) 設定、管理、および調整しなければ

ならなくなります。詳細については、適切なアーキテクチャの選択、およびインストールと設定の手順

に関するガイダンスが記載された Advanced Architectures for Oracle Database on Amazon EC2 ホ

ワイトペーパーを参照してください。 

データ移行方法 
このホワイトペーパーの残りのセクションでは、Oracle Database から AWS へのデータ移行のため

の各方法についての詳しく説明します。詳細を読む前に、各方法の簡単な概要について次の表に目を通

すことができます。 

データ移行方法 データベースのサ

イズ 

対象  推奨データベース 

Amazon Database 

Migration Service 

任意のサイズ Amazon RDS と 

Amazon EC2 

最小限のダウンタイムの移行 

インターネット帯域幅によって制

限されるデータベースサイズ 

Oracle SQL Developer  

データベース・コピー  

最大 200 MB Amazon RDS と 

Amazon EC2 

任意の数のオブジェクトがある小

規模データベース 

Oracle マテリアライズドビュ

ー  

最大 500 MB Amazon RDS と 

Amazon EC2 

限られた数のオブジェクトを持つ

小規模データベース 

Oracle SQL*Loader  最大 10 GB Amazon RDS と 

Amazon EC2 

限られた数のオブジェクトを持つ

小～中規模データベース 

http://d0.awsstatic.com/enterprise-marketing/Oracle/AWSAdvancedArchitecturesforOracleDBonEC2.pdf
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データ移行方法 データベースのサ

イズ 

対象  推奨データベース 

Oracle エクスポート/インポー

トユーティリティ  

最大 10 GB Amazon RDS と 

Amazon EC2 

多数のオブジェクトがある小～中

小規模データベース 

Oracle Data Pump 最大 5 TB Amazon RDS と 

Amazon EC2 

10 GB～5 TB のデータベースサイ

ズ用に推奨される方法 

外部表  最大 1 TB Amazon RDS と 

Amazon EC2 

これが使用されている標準方法で

あるシナリオ 

Oracle RMAN  任意のサイズ Amazon EC2 のみ 5 TB を超えるデータベース、また

はデータベースのバックアップが

すでに Amazon S3 に存在する場

合 

Oracle GoldenGate 任意のサイズ Amazon RDS と 

Amazon EC2 

最小限のダウンタイムの移行 

 

小規模 Oracle Database のためのデータの移行  
データ移行の戦略は、データベースのサイズ、信頼性、AWS へのネットワーク接続の帯域幅、および

移行に利用できる時間を基準とするようにしてください。多くの Oracle Database は中規模から大規

模である傾向があり、そのサイズは 10 GB から 5 TB ほどですが、中には 5 TB から 20 TB を超える

ものもあります。ただし、より小さいデータベース移行の必要がある場合もあります。これは特に、デ

ータベースがスキーマに分割されており、各移行の工数が少なくなる段階的移行に当てはまります。 

ソースデータベースが 10 GB 未満で、信頼性の高い高速のインターネット接続がある場合は、このセ

クションに記載されている次のいずれかの方法を使用して、データを移行できます。このセクションで

説明されている方法は、全て Amazon RDS Oracle または Amazon EC2 で実行されている Oracle デ

ータベースで機能します。 

注意: 10 GB というサイズは単なるガイドラインであり、より大規模なデータベースに対して同じ方法

を使用することもできます。移行時間は、データサイズとネットワークスループットに応じて異なりま

す。ただし、データベースのサイズが 50 GB を超える場合、このホワイトペーパーのセクション、大
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規模 Oracle Database のためのデータの移行にリストされている方法の一つを使用することが推奨さ

れます。 

Oracle SQL Developer データベース・コピー  
移行するデータの合計サイズが 200 MB 未満の場合、Oracle SQL Developer のデータベース・コピ

ー機能の使用が最もシンプルなソリューションです。Oracle SQL Developer は、データの操作、開

発、および管理用に Oracle から無償提供されている GUI ツールです。使いやすい Java ベースのこの

ツールは、Microsoft Windows、Linux、または Mac OS X に対応しています。この方法では、ソース

データベースから移行先データベースへのデータ転送が、中間ステップを介することなく直接行われま

す。 

SQL Developer は多数のオブジェクトを処理できるため、データベースに多数のオブジェクトが含ま

れていたとしても、小規模データベースを快適に移行できます。この方法を利用するには、ソースデー

タベースと移行先データベース間に信頼性の高いネットワーク接続が必要です。さらに、この方法は転

送中にデータを暗号化しないことに留意してください。 

Oracle SQL Developer のデータベース・コピー機能を使用してデータベースを移行するには、次の手

順を実行します。 

1. Oracle SQL Developer をインストールします。 

2. ソースと移行先データベースに接続します。 

3. Oracle SQL Developer の [ツール] メニューから [データベース・コピー] コマンドをクリック

し、Amazon RDS または Amazon EC2 インスタンスにデータをコピーします。 

4. データベース・コピーウィザードの手順に従います。移行するオブジェクトの選択、データ制限フ

ィルタの使用が可能です。 

次のスクリーンショットは、データベース・コピーウィザードを表示します。 
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図 1: データ転送をガイドする Oracle SQL Developer のデータベース・コピーウィザード 

Oracle のマテリアライズドビュー  
Oracle データベースのマテリアライズドビューは、Amazon RDS または Amazon EC2 のどちらの場

合でも、AWS 上の Oracle Database へのデータの移行に使用できます。この方法は 500 MB 未満の

データベースに最適です。 

マテリアライズドビューは Oracle Database Enterprise Edition 以外では使用できないため、Oracle 

Database Enterprise Edition がソースデータベースと移行先データベースの両方に使用されている場

合にのみ機能します。マテリアライズドビューレプリケーションでは、移行先テーブルとソースとの同

期を維持しながら、AWS へのワンタイムデータ移行を実行できます。その結果、ダウンタイムは最小

限に抑えられます。レプリケーションは、ソースと移行先データベース間のデータベースリンク経由で

行われます。初期ロードでは、ソーステーブルの全データが移行先テーブルに移行されるように、完全

なリフレッシュを行なう必要があります。 
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重要: データはデータベースリンク経由で転送されるため、ソースと移行先データベースは、SQL*Net 

経由で相互に接続できる必要があります。このような接続がネットワークセキュリティ設計上、許可さ

れていない場合は、この方法を使用することはできません。  

全データベースをコピーする前述の方法 (Oracle SQL Developer のデータベース・コピー機能) とは

異なり、この方法では各テーブルのマテリアライズドビューを作成する必要があります。これにより、

AWS 上のデータベースにテーブルを選択的に移動する柔軟性が実現されます。ただし、多数のテーブ

ルを移行する必要がある場合は、プロセスがより複雑になります。このため、この方法は限られた数の

テーブルの移行に適しています。 

この方法で最良の結果を得るには、次の手順を完了します。ソースデータベースのユーザー ID は 

SourceUser 、パスワードは PASS であると仮定します。 

1. Amazon RDS または Amazon EC2 データベースで十分な権限を持つ新しいユーザーを作成しま

す。 

Create user MV_DBLink_AWSUser identified by password 

2. ソースデータベースへのデータベースリンクを作成します。 

CREATE DATABASE LINK  SourceDB_lnk CONNECT TO SourceUser  IDENTIFIED 
BY PASS USING '(description=(address=(protocol=tcp)   (host= 
crmdb.acmecorp.com)  (port=1521)) (connect_data=(sid=ORCLCRM)))’ 

3. データベースリンクをテストして、データベースリンク経由で AWS 上のデータベースからソース

データベースのテーブルにアクセスできることを確認します。 

Select * from tab@ SourceDB_lnk 
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4. ソースデータベースにログインし、移行したい各テーブルに対してマテリアライズドビューログを

作成します。 

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON customers   

5. AWS 上の移行先データベースで、ソースデータベースのマテリアライズドビューログをセットア

ップする各テーブルのマテリアライズドビューを作成します。 

CREATE MATERIALIZED VIEW customer BUILD IMMEDIATE  REFRESH FAST AS 
SELECT * FROM customer@ SourceDB_lnk 

 

Oracle SQL*Loader  
Oracle SQL*Loader は、限られた数のオブジェクトがある 10 GB 未満の小規模から中規模のデータ

ベースに最適です。ソースデータベースからのエクスポートと、移行先データベースへのロードに関わ

るプロセスはスキーマに固有であるため、このプロセスは一度に 1 つのスキーマごとに使用する必要

があります。データベースに複数のスキーマがある場合、スキーマごとにプロセスを繰り返す必要があ

ります。この方法は、複数のフェーズ (一度に 1 つのスキーマ) でインポートを行うことができるた

め、データベースの総合的なサイズが大きい場合であっても、優れた選択となり得ます。 

この方法は、Amazon RDS または Amazon EC2 のどちらでも Oracle Database 用に使用でき、次の 

2 つのオプションのいずれかを選択できます。  

オプション 1 

1. 列区切り記号および行区切り記号のあるフラットファイル内などに、ソースデータベースからのデ

ータを抽出します。 

2. 移行先データベース内に、ソースと全く同じようなテーブルを作成します (これを実行するには生

成されたスクリプトを使用してください)。 

3. SQL*Loader を使用して、ソースマシンから移行先データベースに接続し、データをインポートし

ます。 
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オプション 2 

1. 列区切り記号および行区切り記号のあるフラットファイル内などに、ソースデータベースからのデ

ータを抽出します。 

2. ファイルを圧縮し、暗号化します。 

3. Amazon EC2 インスタンスを起動し、そこに完全な Oracle クライアントをインストールします 

(SQL*Loader用)。Amazon EC2 上のデータベースでは、これを移行先データベースが存在する場

所と同じインスタンスにすることができます。Amazon RDS では、これは一時的なインスタンス

になります。 

4. Amazon EC2 インスタンスにファイルを転送します。 

5. Amazon EC2 インスタンスでファイルを解凍し、復号化します。 

6. 移行先データベース内に、ソースと全く同じようなテーブルを作成します (これを実行するには生

成されたスクリプトを使用してください)。 

7. SQL*Loader を使用して、一時的な Amazon EC2 インスタンスから移行先データベースに接続

し、データをインポートします。 

データベースのサイズが小さい、AWS 上の移行先データベースへの直接的な SQL*Net アクセス権を

持っている、およびデータセキュリティが重要でない場合は、最初のオプションを使用します。それ以

外の場合は、転送フェーズ中に暗号化および圧縮を利用できるため、2 番目のオプションの使用が推奨

されます。圧縮はファイルのサイズを大幅に削減し、データの転送がはるかに高速になります。 

両方のオプションの最初のステップであるデータ抽出を行うには、SQL*Plus または SQL Developer 

のどちらかを使用できます。SQL*Plus では、次の例にあるように、SQL スクリプトファイルでクエリ

を使用してアウトプットをテキストファイルに直接送信します。 



アマゾンウェブサービス - Oracle Database を AWS に移行するための戦略                                     2018 年 8 月 

 

18/47 ページ                                                                                                                    
 

set pagesize 0 
set head off 
set feed off 
set line 200 
  
SELECT col1|| '|' ||col2|| '|' ||col3|| '|' ||col4|| '|' ||col5 from 
SCHEMA.TABLE; 
exit; 

 
2 番目のオプションで暗号化され、かつ圧縮されたアウトプットを作成するには (前述のオプション 2 

手順のステップ 2 を参照)、アウトプットを zip ユーティリティに直接に出力します。 

Oracle SQL Developer を使用してデータを抽出することもできます。 

1. [接続] ペインで、データを抽出するテーブルを選択します。 

2. 以下のスクリーンショットにあるように、[ツール] メニューから [データベース・エクスポート] 

コマンドを実行します。 

 

図 2: データベース・エクスポートコマンド 
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3. エクスポートウィザード (次のスクリーンショットを参照) の [ソース/宛先] ページで [DDL のエ

クスポート] オプションを選択して、テーブルを作成するためのスクリプトを生成することをお勧

めします。これにより、プロセス全体が簡素化されます。 

4. 同じページの [フォーマット] ドロップダウンボックスの [ローダー] を選択します。 

5. 同じページの [別名保存] ボックスで [個別ファイル] を選択してください。 

 
図 3: ソース/宛先ページのエクスポートウィザードオプション 

エクスポートウィザードのステップを続行し、エクスポートを完了します。エクスポートウィザード

は、1 ステップでスキーマ内の複数のテーブルのためのデータファイル、制御ファイル、テーブル作成

スクリプトを作成するために役立ち、Oracle SQL*Plus を使用して同じタスクを行うよりも簡単で

す。 

説明通りにオプション 1 を使用する場合、移行先データベースにデータをインポートするために、抽

出されたデータと制御ファイルを使って ソース環境から Oracle SQL*Loader を実行することができ

ます。これを実行するには、次のコマンドを使用します。  
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sqlldr userid=userID/password@$service control=control.ctl 
log=load.log bad=load.bad discard=load.dsc data=load.dat direct=y  
skip_index_maintenance=true  errors=0 

オプション 2 を使用する場合は、完全な Oracle クライアントがインストールされた Amazon EC2 が

必要です。さらに、Amazon EC2 インスタンスにデータファイルをアップロードする必要がありま

す。Amazon EC2 上のデータベースでは、これを移行先データベースが存在する場所と同じ Amazon 

EC2 インスタンスにすることができます。Amazon RDS では、これは一時的な Amazon EC2 インス

タンスになります。 

アップロードする前に、ファイルを圧縮し、暗号化することをお勧めします。これを行うには、Linux 

で TAR と ZIP/GZIP の組み合わせを使用する、または WinZip や 7-Zip などのサードパーティーユー

ティリティを使用できます。Amazon EC2 インスタンスが稼働し始めると、ファイルは圧縮および暗

号化され、Secure File Transfer Protocol (SFTP) を使用して Amazon EC2 インスタンスにアップロ

ードされます。 

Oracle SQL*Plus を使用して Amazon EC2 インスタンスから移行先データベースに接続し、接続を確

立できることを確認します。抽出からの各制御ファイルに対して、前述の例にある sqlldr コマンドを

実行します。全ての制御ファイルに対して順々に sqlldr を実行するシェル/バッチスクリプトを作成

することもできます。 

注意: skip_index_maintenance=true を有効にすると、データロードパフォーマンスが大幅に向上

します。しかしながら、テーブルインデックスはアップデートされないため、データロードが完了した

後ですべてのインデックスを再構築する必要があります。  

Oracle エクスポートユーティリティとインポートユーティ

リティ  
Oracle Data Pump に置き換えられはしましたが、オリジナルの Oracle エクスポートユーティリティ

とインポートユーティリティは、データに binary float と binary double データ型がない 10 GB 未満

のデータベースの移行に便利です。インポートプロセスではスキーマオブジェクトが作成されるため、
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事前にスクリプトを実行してそれらを作成する必要はありません。これにより、このプロセスは多数の

小規模テーブルを持つデータベースに最適なプロセスとなります。この方法は、Amazon RDS for 

Oracle と Amazon EC2 上の Oracle Database 用に使用できます。 

最初のステップは、次のコマンドを使用したソースデータベースからのテーブルのエクスポートです。

ユーザー名とパスワードは、必要に応じて置き換えてください。 

exp userID/password@$service FILE=exp_file.dmp LOG=exp_file.log 

エクスポートプロセスは、指定されたテーブルのスキーマとデータの両方を含むバイナリダンプファイ

ルを作成します。スキーマとデータを移行先データベースにインポートできます。 

次のステップでは、2 つのオプションのいずれかを選択します。  

オプション 1 

1. exp を使用してソースデータベースからバイナリダンプファイルにデータをエクスポートします。 

2. ソースサーバーから直接 imp を実行して、移行先データベースにデータをインポートします。 

オプション 2 

1. exp を使用してソースデータベースからバイナリダンプファイルにデータをエクスポートします。 

2. ファイルを圧縮し、暗号化します。 

3. Amazon EC2 インスタンスを起動し、完全な Oracle クライアントをインストールします 

(emp/imp ユーティリティのため)。Amazon EC2 上のデータベースでは、これを移行先データベ

ースが存在する場所と同じインスタンスにすることができます。Amazon RDS では、これは一時

的なインスタンスになります。 

4. Amazon EC2 インスタンスにファイルを転送します。 

5. Amazon EC2 インスタンスでファイルを解凍し、復号化します。 

6. imp を実行して、移行先データベースにデータをインポートします。 
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データベースのサイズが 1 ギガバイトを超える場合は、圧縮と暗号化が含まれるオプション 2 をお勧

めします。この方法は、インポートパフォーマンスも優れています。 

オプション 1 とオプション 2 の両方で、次のコマンドを使用して移行先データベースにインポートし

ます。 

imp userID/password@$service FROMUSER=cust_schema TOUSER=cust_schema 
FILE=exp_file.dmp LOG=imp_file.log 

お客様のニーズに応じて exp および imp コマンドに渡すことができるさまざまなオプションの引数が

あります。詳細については、Oracle のドキュメントを参照してください。 

大規模 Oracle Database のためのデータの移行  
大規模データベースに対しては、小規模 Oracle Database のためのデータの移行でご説明した方法よ

りも、このセクションで説明されている方法のいずれかを使用することをお勧めします。ここでは、大

規模データベースを 10 GB 以上のすべてのデータベースと定義します。 

このセクションでは、大規模データベースを移行するための 3 つの方法について説明します。 

— Oracle Data Pump を使用した移行 

Oracle Data Pump は、大量のデータを移行するための優れたツールであり、Amazon RDS また

は Amazon EC2 のどちらのデータベースでも使用することができます。 

— Oracle 外部表を使用した移行 

Oracle 外部表を使用したデータ移行に関与するプロセスは、Oracle Data Pump のプロセスと非

常によく似ています。外部表を中心に構築されたプロセスがすでに存在する場合は、この方法を使

用してください。それ以外の場合は、Oracle Data Pump 方法の使用をお勧めします。 
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— Oracle RMAN を使用した移行 

RMAN を使用した移行は、お客様がすでに AWS にデータベースをバックアップしている、または 

AWS Import/Export サービスを使用してデータを AWS に移動させている場合に非常に便利で

す。Oracle RMAN は Amazon EC2 上のデータベースのみに使用でき、Amazon RDS 上のものに

は使用できません。 

Oracle Data Pump を使用したデータの移行 
移行するデータのサイズが 10 GB を超える場合は、AWS へのデータの移行に最良のツールは恐らく 

Oracle Data Pump です。この方法は、柔軟なデータ抽出オプション、高度な並列処理、およびスケー

ラブルなオペレーションを可能にするため、データとメタデータを 1 つのデータベースから別のデー

タベースに高速で移動させることができます。Oracle Data Pump は、オリジナルのインポート / エ

クスポートツールの代替として、Oracle 10g に導入されました。これは、Oracle Database 10g リリ

ース 1 以降のみで使用できます。 

Oracle Data Pump 方法は、Amazon EC2 で実行されている Amazon RDS for Oracle と Oracle 

Database の両方に使用できます。Amazon RDS for Oracle には必要な追加ステップが数個あります

が、関与するプロセスはどちらも似ています。 

オリジナルのインポート/エクスポートユーティリティとは異なり、Oracle Data Pump インポートで

は、データファイルのデータベースへのインポートに、データサーバーインスタンスでそれらのデータ

ファイルが使用可能になっていることが必要となります。お客様が Amazon RDS インスタンスのファ

イルシステムに直接アクセスすることはできないため、ソースから Amazon RDS インスタンスへのフ

ァイルの転送には 1 つまたは複数の Amazon EC2 インスタンス (ブリッジインスタンス) を使用し、

その後ファイルを Amazon RDS データベースにインポートする必要があります。これらの一時的な 

Amazon EC2 ブリッジインスタンスが必要となるのは、インポート期間中のみです。インポートが完

了したら、すぐにインスタンスを終了することができます。この目的のためには、Amazon Linux ベー

スのインスタンスの使用が推奨されます。Amazon EC2 インスタンスブリッジ用に Oracle Database 

をインストールする必要はありません。インストールする必要があるのは Oracle Instance Client の

みです。 
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注意: この方法を使用するには、Amazon RDS データベースがバージョン 11.2.0.3 以降である必要が

あります。 

次は、Amazon RDS for Oracle と Amazon EC2 上の Oracle Database 向けの Oracle Data Pump 

を使用したデータ移行のための全体的なプロセスです。 

Amazon EC2 上のデータベースへのデータの移行 
1. 圧縮され、暗号化された複数のファイルとしてデータをソースデータベースからエクスポートする

には、Oracle Data Pump を使用します。 

2. AWS 上で移行先 Oracle Database を実行している Amazon EC2 インスタンスにファイルを移動

させるには、Tsunami UDP を使用します。 

3. Oracle Data Pump インポート機能を使用して、移行先データベースへのデータをインポートしま

す。 

Amazon RDS 上のデータベースへのデータの移行 
1. データを複数のファイルとしてソースデータベースからエクスポートするには、Oracle Data 

Pump を使用します。 

2. AWS 上の Amazon EC2 ブリッジインスタンスにファイルを移動させるには、Tsunami UDP を使

用します。 

3. 提供された UTL_FILE パッケージを活用する Perl スクリプトを使用して、Amazon RDS インスタ

ンスにデータファイルを移動させます。 

4. DBMS_DATAPUMP パッケージ (例はこのセクション最後に記載) を活用する PL/SQL スクリプト

を使用して、Amazon RDS データベースにデータをインポートします。 

Oracle Data Pump を使用したソースインスタンス上でのデータのエクスポ

ート 
大規模データベースからデータをエクスポートする場合は、複数のスレッドを同時に実行し、各ファイ

ルのサイズを指定することが推奨されます。これにより、エクスポートが高速化されるとともに、ファ

イルがプロセスの次のステップのために素早く利用可能になります。次のステップに進む前に、データ
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ベース全体がエクスポートされるのを待つ必要はありません。各ファイルが完了するごとに、それを次

のステップに進めることができます。また、パラメータ COMPRESSION=ALL を使用して圧縮を有効化

することもでき、これによって抽出ファイルのサイズが大幅に縮小されます。パスワードを提供する、

または Oracle Wallet を使用したり、パラメータ ENCRYPTION= all を指定したりすることによっ

て、ファイルを暗号化することもできます。圧縮および暗号化オプションの詳細については、Oracle 

Data Pump のドキュメントを参照してください。 

次の例は、同時に 8 つのスレッドを実行しており、各出力ファイルが最大 20 GB の 500 GB データベ

ースのエクスポートを示しています。これによって、合計 175 GB の 22 ファイルが作成されます。

Oracle Data Pump の圧縮オプションにより、合計ファイルのサイズが実際のソースデータベースのサ

イズよりも大幅に小さくなっています。 

expdp demoreinv/demo full=y dumpfile=data_pump_exp1:reinvexp1%U.dmp, 
data_pump_exp2:reinvexp2%U.dmp, data_pump_exp3:reinvexp3%U.dmp 
filesize=20G parallel=8 logfile=data_pump_exp1:reinvexpdp.log 
compression=all ENCRYPTION= all 
ENCRYPTION_PASSWORD=encryption_password  job_name=reInvExp 

 

図 4: Oracle Data Pump を使用したソースデータベースインスタンスからのデータのエクスポート 

出力ファイルを異なる複数のディスクに分散することにより、I/O パフォーマンスが向上します。次の

例では、I/O 競合を回避するために 3 つの異なるディスクが使用されています。 
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図 5: 3 つの異なるディスクへ複数のスレッド書き込みでの並列実行 

 

図 6: 各ディスクに生成されたダンプファイル 
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このプロセス全体で最も時間のかかる箇所は AWS へのファイル転送であるため、ファイル転送の最適

化はテータ移行に必要な時間を大幅に短縮します。次のステップは、ファイル転送を最適化する方法を

示しています。 

1. エクスポート中にダンプファイルを圧縮します。 

2. ファイル転送を同時にシリアル化します。ここでのシリアル化とは、ファイルを順次に送信するこ

とを意味します。AWS へのファイルのアップロードをエクスポートが完了するまで待つ必要はあ

りません。これらのファイルの多くを同時でアップロードすることは (十分な帯域幅が利用できる

場合) 、パフォーマンスをさらに向上させます。使用されているディスクの数と同じだけのファイ

ルを並列アップロードし、同じ数の Amazon EC2 ブリッジインスタンスを使用して AWS でこれ

らのファイルを受け取ることをお勧めします。 

3. Amazon EC2 インスタンスへのデータのアップロードには、Tsunami UDP または市販の WAN ア

クセラレータを使用します。 

Tsunami を使用した Amazon EC2 へのファイルのアップロード 
次の例は、Tsunami をソースデータベースサーバーとの Amazon EC2 インスタンスの両方にインス

トールする方法を示しています。 

yum -y install make 
yum -y install automake 
yum -y install gcc 
yum -y install autoconf 
yum -y install cvs 
wget http://sourceforge.net/projects/tsunami-
udp/files/latest/download?_test=goal tar -xzf tsunami*gz 
cd tsunami-udp* 
./recompile.sh 
make install 

Tsunami をインストールした後、ポート 46224 を開いて Tsunami の通信を有効にします。次の例に

あるように、ソースデータベースサーバーで Tsunami サーバーを起動します。並列アップロードする

場合は、複数の Tsunami サーバーを起動する必要があります。 



アマゾンウェブサービス - Oracle Database を AWS に移行するための戦略                                     2018 年 8 月 

 

28/47 ページ                                                                                                                    
 

cd/mnt/expdisk1 
tsunamid * 

次の例にあるように、移行先 Amazon EC2 インスタンスで Tsunami サーバーを起動します。複数の

並列ファイルアップロードを実行する場合、各 Amazon EC2 ブリッジインスタンスで Tsunami サー

バーを起動する必要があります。並列ファイルアップロードを使用しない場合、および移行が Amazon 

EC2 (Amazon RDS ではない) 上の Oracle Database に対するものである場合は、Amazon EC2 ブ

リッジインスタンスを回避できます。代わりに、ファイルをデータベースが実行されている Amazon 

EC2 インスタンスに直接アップロードできます。移行先データベースが Amazon RDS for Oracle で

ある場合は、ブリッジインスタンスが必要になります。これは、Tsunami サーバーを Amazon RDS 

サーバー上で実行できないためです。 

cd /mnt/data_files 
tsunami 
tsunami> connect  source.db.server 
tsunami> get *   

ここから先は、Amazon EC2 上のデータベースと Amazon RDS 上のデータベースでのプロセスが異

なります。次のセクションは、各サービスのプロセスを示しています。 

Amazon EC2 インスタンス上のデータベースのための次のステップ 
前述のステップで 1 つまたは複数の Amazon EC2 ブリッジインスタンスを使用した場合、Amazon 

EC2 ブリッジインスタンスから Amazon EC2 データベースインスタンスにすべてのダンプファイルを

移動させます。これを行うための最も簡単な方法は、Amazon EC2 ブリッジインスタンスからのファ

イルが含まれる Amazon Elastic Block Store (Amazon EBS) ボリュームをデタッチし、それらを 

Amazon EC2 データベースインスタンスに接続することです。 

Amazon EC2 データベースインスタンスで全てのダンプファイルが利用可能になったら、次の例にあ

る通り、Oracle Data Pump インポート機能を使って Amazon EC2 上の移行先 Oracle Database に

データを移動させます。 
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impdp demoreinv/demo full=y DIRECTORY=DPUMP_DIR dumpfile= 
reinvexp1%U.dmp,reinvexp2%U.dmp, reinvexp3%U.dmp parallel=8 
logfile=DPimp.log ENCRYPTION_PASSWORD=encryption_password  
job_name=DPImp 

これにより、すべてのデータがデータベースにインポートされます。ログファイルをチェックしてすべ

てが正常に実行されたことを確認し、データを検証してすべてのデータが期待通りに移行されたことを

確認します。 

Amazon RDS 上のデータベースのための次のステップ  
Amazon RDS はマネージド型サービスであるため、Amazon RDS インスタンスはファイルシステム

へのアクセスを提供しません。ただし、Oracle RDS インスタンスには、外部からアクセスすることが

可能な DATA_PUMP_DIR という名前の Oracle ディレクトリオブジェクトがあります。Oracle 

UTL_FILE パッケージを使用して、Oracle Data Pump ダンプファイルをこのディレクトリにコピーで

きます。ブリッジインスタンスから Amazon RDS インスタンスの DATA_PUMP_DIR にファイルを移

動させるには、Perl スクリプトを使用することができます。 

ブリッジインスタンスの準備 
ブリッジインスタンスを準備するには、Perl がデータベースに接続できるように、Perl DBI モジュー

ルと Oracle DBD モジュールがインストールされていることを確認してください。次のコマンドを使用

して、モジュールがインストールされているかどうかを検証します。 

$perl -e 'use DBI; print $DBI::VERSION,"\n";' 
 
$perl -e 'use DBD::Oracle; print $DBD::Oracle::VERSION,"\n";' 

モジュールが既にインストールされていない場合は、この先の手順に進む前に、次のプロセスを実行し

ます。 

1. Oracle ウェブサイトから Oracle Database Instant Client をダウンロードして、ORACLE_HOME 

に解凍します。 



アマゾンウェブサービス - Oracle Database を AWS に移行するための戦略                                     2018 年 8 月 

 

30/47 ページ                                                                                                                    
 

2. 次の例にあるように、環境変数を設定します。 

$ export ORACLE_BASE=$HOME/oracle 
$ export ORACLE_HOME=$ORACLE_BASE/instantclient_11_2 
$ export PATH=$ORACLE_HOME:$PATH 
$ export TNS_ADMIN=$HOME/etc 
$ export LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME:$LD_LIBRARY_PATH 

3. 次の例にあるように、DBD::Oracle をダウンロードして回答します。 

$ wget http://www.cpan.org/authors/id/P/PY/PYTHIAN/DBD-Oracle-
1.74.tar.gz 
$ tar xzf DBD-Oracle-1.74.tar.gz $  
$ cd DBD-Oracle-1.74 

4. 次の例にあるように、DBD::Oracle をインストールします。 

$ mkdir $ORACLE_HOME/log 
$ perl Makefile.PL  
$ make 
$ make install 

Amazon RDS インスタンスへのファイルの転送 
Amazon RDS インスタンスにファイルを転送するには、Amazon RDS インスタンスに実際のデータ

ベースの少なくとも 2 倍のストレージが必要となります。これは、データベースと Oracle Data 

Pump ダンプファイル用の領域が必要になるためです。インポートが正常に完了した後はダンプファイ

ルを削除できるため、その領域を利用することができます。これは、データ移行のみに Amazon RDS 

インスタンスを使うためのより良いアプローチとなる場合があります。データが完全にインポートされ

ると、適切な容量のストレージを用いてデータ移行インスタンスのスナップショットから 新しい 

Amazon RDS インスタンスを作成し、データ移行インスタンスを廃止することができます。データの

移行には、単一のアベイラビリティーゾーンインスタンスの使用をお勧めします。 

次の例は、Amazon RDS インスタンスにファイルを転送するための基本的な Perl スクリプトを示すも

のです。必要に応じて変更してください。このスクリプトは単一のスレッドで実行されるため、ネット
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ワーク帯域幅のごく一部しか使用しません。Amazon RDS インスタンスへのより高速なファイル転送

のためにスクリプトの複数インスタンスを同時に実行することができますが、上書きやデータの破損が

起こらないように、各プロセスごとに 1 つのファイルのみをロードするようにしてください。複数の

ブリッジインスタンスを使用した場合は、全てのインスタンスからこのスクリプトを同時に実行できる

ため、Amazon RDS インスタンスへのファイル転送が迅速化されます。 

# RDS instance info 
my $RDS_PORT=4080; 
my $RDS_HOST="myrdshost.xxx.us-east-1-devo.rds-dev.amazonaws.com"; 
my $RDS_LOGIN="orauser/orapwd"; 
my $RDS_SID="myoradb"; 
   
my $dirname = "DATA_PUMP_DIR"; 
my $fname   = $ARGV[0]; 
  
my $data  = “dummy”; 
my $chunk = 8192; 
  
my $sql_open   = "BEGIN perl_global.fh  := 
utl_file.fopen(:dirname, :fname, 'wb', :chunk); END;"; 
my $sql_write  = "BEGIN utl_file.put_raw(perl_global.fh, :data, 
true); END;"; 
my $sql_close  = "BEGIN utl_file.fclose(perl_global.fh); END;"; 
my $sql_global = "create or replace package perl_global as fh 
utl_file.file_type; end;"; 
my $conn =  
DBI-
>connect('dbi:Oracle:host='.$RDS_HOST.';sid='.$RDS_SID.';port='.$RDS_
PORT,$RDS_LOGIN, '') || die ( $DBI::errstr . "\n") ; 
  
my $updated=$conn->do($sql_global); 
my $stmt = $conn->prepare ($sql_open); 
$stmt->bind_param_inout(":dirname", \$dirname, 12); 
$stmt->bind_param_inout(":fname", \$fname, 12); 
$stmt->bind_param_inout(":chunk", \$chunk, 4); 
$stmt->execute() || die ( $DBI::errstr . "\n"); 
  
open (INF, $fname) ||  die "\nCan't open $fname for reading: $!\n"; 
binmode(INF); 
$stmt = $conn->prepare ($sql_write); 
my %attrib = ('ora_type’,’24’); 
my $val=1; 
while ($val > 0) { 
  $val = read (INF, $data, $chunk); 
  $stmt->bind_param(":data", $data , \%attrib); 
  $stmt->execute() || die ( $DBI::errstr . "\n"); }; 
die "Problem copying: $!\n" if $!; 



アマゾンウェブサービス - Oracle Database を AWS に移行するための戦略                                     2018 年 8 月 

 

32/47 ページ                                                                                                                    
 

 close INF || die "Can't close $fname: $!\n"; 
 $stmt = $conn->prepare ($sql_close); 
$stmt->execute() || die ( $DBI::errstr . "\n"); 

次のクエリを使用して、DBMS_DATAPUMP ディレクトリ内のファイルのリストを確認できます。 

SELECT * from table(RDSADMIN.RDS_FILE_UTIL.LISTDIR('DATA_PUMP_DIR')); 

全てのファイルが正常に Amazon RDS インスタンスに転送されたら、DBA ユーザーとして Amazon 

RDS データベースに接続し、次の PL/SQL スクリプトにあるように、DBMS_DATAPUMP を使用する 

PL/SQL スクリプトを使用してジョブを送信して、データベースにファイルをインポートします。必要

に応じて変更してください。 

declare 
  h1   NUMBER; 
begin 
  h1 := dbms_datapump.open (operation => 'IMPORT', job_mode => 
'FULL', job_name => 'REINVIMP', version => 'COMPATIBLE');  
  dbms_datapump.set_parallel(handle => h1, degree => 8);  
  dbms_datapump.add_file(handle => h1, filename => 'IMPORT.LOG', 
directory => 'DATA_PUMP_DIR', filetype => 3);  
  dbms_datapump.set_parameter(handle => h1, name => 'KEEP_MASTER', 
value => 0);  
  dbms_datapump.add_file(handle => h1, filename => 'reinvexp1%U.dmp', 
directory => 'DATA_PUMP_DIR', filetype => 1);  
  dbms_datapump.add_file(handle => h1, filename => 'reinvexp2%U.dmp', 
directory => 'DATA_PUMP_DIR', filetype => 1);  
  dbms_datapump.add_file(handle => h1, filename => 'reinvexp3%U.dmp', 
directory => 'DATA_PUMP_DIR', filetype => 1);  
  dbms_datapump.set_parameter(handle => h1, name => 
'INCLUDE_METADATA', value => 1);  
  dbms_datapump.set_parameter(handle => h1, name => 
'DATA_ACCESS_METHOD', value => 'AUTOMATIC');  
  dbms_datapump.set_parameter(handle => h1, name => 
'REUSE_DATAFILES', value => 0);  
  dbms_datapump.set_parameter(handle => h1, name => 
'SKIP_UNUSABLE_INDEXES', value => 0);  
  dbms_datapump.start_job(handle => h1, skip_current => 0, abort_step 
=> 0);  
  dbms_datapump.detach(handle => h1);  
end; 
/ 
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ジョブが完了したら、Amazon RDS データベースをチェックして、すべてのデータが正常にインポー

トされたことを確認します。この時点で、UTL_FILE.FREMOVE を使用してダンプファイルをすべて削

除し、ディスク領域を回収することができます。 

外部表を使用したデータ移行  
Oracle 外部表は、フラットファイルのデータを、そのファイルが Oracle テーブルであるかのようにク

エリすることを可能にする Oracle Database の機能です。Oracle 外部表を AWS へのデータ移行に使

用するためのプロセスは、Oracle Data Pump で使用したものとほとんど同じです。Oracle Data 

Pump ベースの方法は、大規模データベースの移行に適しています。外部表を使う方法は、現在のプロ

セスがこの方法を使用しており、Oracle Data Pump ベースの方法に切り替えたくない場合に便利で

す。主なステップは次の通りです。 

1. RDS DATA_PUMP_DIR に外部表ファイルを移動させます。 

2. ロードされたファイルを使用して外部表を作成します。 

3. データを外部表からデータベーステーブルにインポートします。 

データファイルのサイズに応じて、オンプレミスサーバーから RDS DATA_PUMP_DIR に直接ファイ

ルを書き込む、または Data Pump ベースの方法の場合と同様に、Amazon EC2 ブリッジインスタン

スを使用することを選択できます。ファイルのサイズが大きく、ブリッジインスタンスの使用を選択す

る場合は、Data Pump ベースの移行で説明した通り、ファイルの圧縮と暗号化に加え、Tsunami 

UDP または WAN アクセラレーターを使用することが推奨されます。 

Oracle 外部表の詳細については、Oracle ドキュメントの External Tables Concepts を参照してくだ

さい。 

Oracle RMAN を使用したデータ移行 
データベース全体の移行を計画していて、移行先データベースが Amazon EC2 上で自己管理されてい

る場合、Oracle RMAN をデータの移行に使用することができます。Oracle Data Pump を使用したデ

ータ移行は、Oracle RMAN を使用したデータ移行と比べて高速で柔軟性にも優れていますが、次のよ

うな場合には Oracle RMAN がより適切なオプションです。 

http://docs.oracle.com/cd/B19306_01/server.102/b14215/et_concepts.htm
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1. Amazon S3 に使用可能な RMAN バックアップがすでにある。 

2. データベースが非常に大きく (5 TB 超え)、AWS Import/Export の使用を計画している。 

3. AWS 上のデータベースに切り替える前に、多数の増分データ変更を実行する必要がある。 

注意: この方法は、Amazon EC2 限定の方法です。移行先データベースが Amazon RDS である場合、

この方法は使用できません。 

主なステップは次の通りです。 

1. RMAN を使用してソースデータベースの完全バックアップを作成します。 

2. ファイルを圧縮し、暗号化します。 

3. 最適な方法を使用して、ファイルを AWS に転送します。 

4. RMAN バックアップを移行先データベースに復元します。 

5. ソースから増分バックアップをキャプチャし、切り替えを実行できるようになるまで、それらを移

行先データベースに適用します。 

RMAN を使用したソースデータベースの完全バックアップの作成 
RMAN を使用してソースデータベースのバックアップを作成します。 

$ rman target=/ 
 
RMAN> CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP ON; 
RMAN> BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG 

圧縮および暗号化オプションのライセンスがある場合は、RMAN バックアップが暗号化され、圧縮され

たファイルとしてすでに作成されています。それ以外の場合は、バックアップファイルが作成された後

で、ZIP、7-Zip、または GZIP などのツールを使用してそれらを暗号化し、圧縮するようにしてくださ

い。移行先データベースが実行されているサーバーで、後続アクションのすべてが行われます。 
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AWS へのファイルの転送 
データベースのサイズと移行に使用できる時間に応じて、AWS へのファイル転送に最適な方法を選択

することができます。100 GB～5 TB の中規模から大規模のデータベースには、Tsunami を使用した 

Amazon EC2 へのファイルのアップロードで説明したように、Tsunami UDP が最適なオプションで

す。市販のサードパーティー WAN 高速化ツールを使用しても同じ結果が得られます。5 TB を超える

非常に大きなデータベースには、AWS Import/Export の使用がより適切なオプションです。それより

小さいデータベースには、転送をシンプルかつ効率的にしておくために、Amazon S3 マルチパートア

ップロード機能を使用することもできます。 

AWS 上の Oracle Database へのデータの移行 
移行先データベースにデータを移行する方法は 2 つあります。新しいデータベースを作成して RMAN 

バックアップから復元する、または RMAN バックアップから複製データベースを作成することができ

ます。複製データベースの作成のほうが、容易に実行できます。 

複製データベースを作成するには、転送されたファイルを Amazon EC2 上の Oracle Database イン

スタンスにアクセス可能な場所に移動させます。NOMOUNT モードでターゲットインスタンスを起動

します。ここで、RMAN を使用して移行先データベースに接続します。この例では、ソースデータベー

スや RMAN カタログに接続していないため、次のコマンドを使用します。 

$ rman AUXILIARY / 
 
DUPLICATE TARGET DATABASE TO DBONEC2 
  SPFILE 
  NOFILENAMECHECK; 

このプロセスにかかる時間は、データベースのサイズと Amazon EC2 インスタンスのタイプに応じて

異なります。よりよいパフォーマンスのため、RMAN バックアップファイルには Amazon EBS 汎用 

(SSD) ボリュームを使用してください。SSD ボリュームタイプの詳細については、Introducing the 

Amazon EBS General Purpose (SSD) volume type を参照してください。このプロセスが終了する

と、RMAN が完了メッセージを生成し、これで複製インスタンスも終了します。検証後、RMAN バッ

クアップファイルを含む Amazon EBS ボリュームを削除することができます。必要に応じて、後で使

用するためにボリュームのスナップショットを作成してからそれらを削除することをお勧めします。 

http://aws.amazon.com/about-aws/whats-new/2014/06/16/introducing-the-amazon-ebs-general-purpose-ssd-volume-type/
http://aws.amazon.com/about-aws/whats-new/2014/06/16/introducing-the-amazon-ebs-general-purpose-ssd-volume-type/
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AWS Database Migration Service を使用した

データレプリケーション 
AWS Database Migration Service (DMS) では、特定の時点の一括アップロード、変更データキャプ

チャ (CDC) を使用した最小限のダウンタイムの移行、データのサブセットのみの移行など、様々な移

行とレプリケーション戦略をサポートできます。AWS DMS は、Amazon EC2、Amazon RDS、オン

プレミスのソースとターゲットをサポートしており、クライアントのインストールは必要ありません。

次で説明するステップは、上記のどの組み合わせでも同じです。AWS DMS では、Oracle 間の移行と

同じくらい簡単にデータベース間でデータを移行することもできます。 

次のステップでは、AWS DMS を使用して、最小限のダウンタイムで Oracle データベース間でデータ

を移行する方法を示しています。 

1. ソースデータベースでサプリメンタルロギングが有効になっていることを確認します。 

2. ターゲットデータベースを作成し、ターゲットが Amazon RDS 上にある場合にデータベースのバ

ックアップと Multi-AZ が無効になっていることを確認します。 

3. Oracle SQL Developer または任意のツールを使用してスキーマのデータなしエクスポートを実行

し、スキーマをターゲットデータベースに適用します。 

4. ターゲットでトリガー、外部キー、セカンダリインデックス (オプション) を無効にします。 

5. AWS DMS レプリケーションインスタンスを作成します。 

6. ソースエンドポイントとターゲットエンドポイントを指定します。 

7. ソーステーブルをターゲットテーブルにマッピングする「既存のデータを移行して継続中の変更を

レプリケートする」タスクを作成します。(デフォルトのタスクには全てのテーブルが含まれます)  

8. タスクを開始します。 

9. タスクの全ロード部分が完了すると、トランザクションが安定状態に達します。 

10. トリガー、外部キー、セカンダリインデックスを有効にします。 
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11. バックアップと Multi-AZ を有効にします 

12. 元のソースデータベースを使用しているアプリケーションを無効にします。 

13. 最終的なトランザクションをフロースルーします。 

14. AWS の新しいデータベースでアプリケーションを指定し、開始します。 

別の方法としては、初回のロードに Oracle Data Pump を使用し、AWS DMS を使用してデータダン

プが停止した Oracle SCN ポイントからの変更をレプリケートします。AWS DMS の使用の詳細につ

いては、ドキュメントを参照してください。 

Oracle GoldenGate を使用したデータレプリケ

ーション 
Oracle GoldenGate は、リアルタイムの変更データキャプチャとレプリケーションのためのツールで

す。Oracle GoldenGate はソースデータベースからの最後に変更されたデータを含む Trail ファイルを

作成し、その後これらのファイルを移行先データベースにプッシュします。Oracle GoldenGate は、

最小限のダウンタイムでデータ移行を実行するために使用することができます。継続的なデータレプリ

ケーション用にも使用できます。Oracle GoldenGate は、Amazon EC2 で実行されている Amazon 

RDS for Oracle と Oracle Database の両方で使用できます。 

次のステップは、Oracle GoldenGate を使用してデータを移行する方法を説明するものです。 

1. Oracle GoldenGate 抽出プロセスは、初回ロードのためにすべての既存データを抽出します。 

2. Oracle GoldenGate Pump プロセスは、Amazon EC2 で実行されている Replicat プロセスに抽出

されたデータを転送します。 

3. Replicat プロセスは、移行先データベースにデータを適用します。 

4. 初回ロードの後、このプロセスは、変更されたデータをキャプチャするために継続的に実行され、

そのデータを移行先データベースに適用します。 
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GoldenGate Replicat はシステム全体の中核です。これはソース環境内のサーバーから実行できます

が、よりよいパフォーマンスを得るため、AWS 内の Amazon EC2 インスタンスで Replicat プロセス

を実行することを強くお勧めします。この Amazon EC2 インスタンスを GoldenGate Hub と呼びま

す。特に 1 つのソースから複数の宛先にデータを移行する場合は、複数の GoldenGate Hub を使用で

きます。 

 
 

図 7: オンプレミスから AWS 上の Oracle Database への Oracle GoldenGate レプリケーション 

Amazon EC2 での Oracle GoldenGate Hub のセットアッ

プ 
Amazon EC2 で Oracle GoldenGate Hub を作成するには、完全な Oracle DBMS 11 バージョン 

11.2.0.3 と Oracle GoldenGate 11.2.1.g がインストールされた Amazon EC2 インスタンスを作成

します。それに加えて、Oracle パッチ 13328193 も適用してください。GoldenGate のインストール

の詳細については、Oracle GoldenGate ドキュメントを参照してください 。 

この GoldenGate Hub はソースデータベースからすべてのデータを保存および処理することから、イ

ンスタンスには Trail ファイルを保存するために十分なストレージ領域があることを確認してくださ

い。GoldenGate ライセンスで許可される最大のインスタンスタイプを選択することが、よい対処法で

す。最適な価格とパフォーマンスのため、Amazon EBS 汎用 (SSD) ボリュームを使用してください。 

次のプロセスは、Amazon EC2 インスタンスに GoldenGate Hub をセットアップします。 

次のエントリを tnsname.ora ファイルに追加して、エイリアスを作成します。tnsname.ora ファイ

ルの詳細については 、Oracle GoldenGate ドキュメントを参照してください。 

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/goldengate/documentation/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/goldengate/documentation/index.html
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$ cat /example/config/tnsnames.ora  
TEST= 
(DESCRIPTION=  
 (ENABLE=BROKEN) 
 (ADDRESS_LIST=  
   (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=ec2-dns)(PORT=8200)) 
 ) 
 (CONNECT_DATA= 
   (SID=ORCL) 
 ) 
) 

次に Amazon EC2 コマンドラインシェルと GoldenGate のコマンドインタープリタである ggsci を

使用して、GoldenGate ディレクトリ内にサブディレクトリを作成します。サブディレクトリは gg デ

ィレクトリの下に作成され、パラメータ、レポート、チェックポイントファイルのディレクトリが含ま

れます。 

prompt$ cd /gg 
prompt$ ./ggsci 
  GGSCI> CREATE SUBDIRS   

Amazon EC2 コマンドラインシェルを使用して、GLOBALS パラメータファイルを作成します。全て

の GoldenGate プロセスに影響するパラメータは、GLOBALS パラメータファイルで定義されます。次

の例は、必要なファイルを作成します。 

prompt$ cd $GGHOME 
prompt$ vi GLOBALS 
CheckpointTable oggadm1.oggchkpt 

GoldenGate Hub のセットアップと設定の最後のステップは、manager の設定です。GLOBALS ファ

イルに以下の行を追加してから、ggsci を使用して manager を起動します。 
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PORT 8199 
PurgeOldExtracts ./dirdat/*, UseCheckpoints, MINKEEPDAYS 
 
  
GGSCI>  start mgr 

このプロセスが完了すると、GoldenGate Hub を使用する準備が整います。次に、ソースデータベース

と移行先データベースをセットアップします。 

Oracle GoldenGate との使用のためのソースデータベース

のセットアップ 
AWS 上の移行先データベースにデータをレプリケートするには、GoldenGate 用のソースデータベー

スをセットアップする必要があります。ソースデータベースをセットアップするには、次の手順を使用

します。このプロセスは、Amazon RDS と Amazon EC2 上の Oracle Database のどちらの場合も同

じです。 

1. 移行先データベースと同じように COMPATIBLE パラメータを設定します (Amazon RDS を宛先と

する場合は、これを 11.2.0.3 に設定します)。 

2. サプリメンタルロギングを有効にします。 

3. GoldenGate ソースデータベース用にアーカイブされた REDO ログの保持期間を設定します。 

4. ソースデータベースに GoldenGate ユーザーアカウントを作成します。 

5. GoldenGate ユーザーに必要な権限を付与します。 

Oracle GoldenGate との使用のための移行先データベース

のセットアップ  
次のステップは、GoldenGate レプリケーションが動作するように、ターゲットデータベース上で実行

する必要があります。これらのステップは、Amazon RDS と Amazon EC2 上の Oracle Database の

どちらの場合も同じです。 
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1. 移行先データベースに GoldenGate ユーザーアカウントを作成します。 

2. 次の例にリストされている必要な権限を GoldenGate ユーザーに付与します。 

 CREATE SESSION         
 ALTER SESSION          
 CREATE CLUSTER         
 CREATE INDEXTYPE       
 CREATE OPERATOR        
 CREATE PROCEDURE       
 CREATE SEQUENCE        
 CREATE TABLE           
 CREATE TRIGGER         
 CREATE TYPE            
 SELECT ANY DICTIONARY  
 CREATE ANY TABLE       
 ALTER ANY TABLE        
 LOCK ANY TABLE         
 SELECT ANY TABLE       
 INSERT ANY TABLE       
 UPDATE ANY TABLE       
 DELETE ANY TABLE       

Oracle GoldenGate の Extract ユーティリティと Replicat 

ユーティリティの操作 
Oracle GoldenGate の Extract ユーティリティと Replicat ユーティリティは、Trail ファイルを使っ

た増分トランザクションレプリケーションによって同期化されたソースデータベースと移行先データベ

ースを維持するために連携します。ソースデータベースで発生した全ての変更は Extract によって自動

的に検知され、その後フォーマットされて、オンプレミスまたは Amazon EC2 インスタンスにある 

GoldenGate Hub 上の Trail ファイルに転送されます。初期ロードの完了後、Replicat ユーティリティ

がこれらのファイルからデータを読み取り、そのデータを移行先データベースに継続的にレプリケート

します。 

Oracle GoldenGate の Extract ユーティリティの実行 
Oracle GoldenGate の Extract ユーティリティは、ソースデータベースのデータを取得し、変換し

て、Trail ファイルに出力します。Extract は、トランザクションの詳細情報を、メモリまたは一時ディ

スクストレージのキューに入れます。トランザクションがソースデータベースにコミットされると、
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Extract は、オンプレミスまたは Amazon EC2 インスタンスにある GoldenGate Hub へのルーティン

グと、その後の移行先データベースへのルーティングのために、トランザクションの詳細情報のすべて

を Trail ファイルにフラッシュします。 

次のプロセスは、Extract ユーティリティを有効化して起動します。 

まず、GoldenGate Hub にある Extract パラメータファイルを設定します。次の例は、Extract パラメ

ータファイルを示しています。 

EXTRACT EABC 
SETENV (ORACLE_SID=ORCL) 
SETENV (NLSLANG=AL32UTF8) 
 
USERID oggadm1@TEST, PASSWORD XXXXXX 
EXTTRAIL /path/to/goldengate/dirdat/ab 
IGNOREREPLICATES 
GETAPPLOPS 
TRANLOGOPTIONS EXCLUDEUSER OGGADM1 
TABLE EXAMPLE.TABLE;  

GoldenGate Hub で、GoldenGate コマンドラインインターフェイス (ggsci) を起動します。ソース

データベースにログインします。次の例は、ログイン用のフォーマットを示しています。 

 dblogin userid <user>@<db tnsname> 

次に、データベースにチェックポイント表を追加します。 

add checkpointtable 
Add transdata to turn on supplemental logging for the database table: 
add trandata <user>.<table> 

その代わりに、transdata を追加してデータベース内のすべての表のためにサプリメンタルロギング

を有効にすることもできます。 
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add trandata <user>.* 

ggsci コマンドラインを使用して、Extract ユーティリティを有効化するための次のコマンドを使用し

ます。 

add extract <extract name> tranlog, INTEGRATED tranlog, begin now 
add exttrail <path-to-trail-from-the param-file> extract 
<extractname-from-paramfile>, MEGABYTES Xm 

アーカイブログが削除されないように、Extract ユーティリティをデータベースに登録します。これに

より、古いコミットされていないトランザクションを必要に応じて復旧させることができます。

Extract ユーティリティをデータベースに登録するには、次のコマンドを使用します。 

register EXTRACT <extract process name>, DATABASE 

Extract ユーティリティを起動するには、次のコマンドを使用します。 

start <extract process name> 

Oracle GoldenGate の Replicat ユーティリティの実行 
Oracle GoldenGate の Replicat ユーティリティは、Trail ファイル内のトランザクション情報を移行

先データベースにプッシュするために使用されます。 

次のプロセスは、Replicat ユーティリティを有効化して起動します。 

まず、GoldenGate Hub (オンプレミスまたは Amazon EC2 インスタンス上) にある Replicat パラメ

ータファイルを設定します。次の例は、Replicat パラメータファイルを示しています。 
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REPLICAT RABC 
SETENV (ORACLE_SID=ORCL) 
SETENV (NLSLANG=AL32UTF8) 
USERID oggadm1@TARGET, password XXXXXX 
ASSUMETARGETDEFS 
MAP EXAMPLE.TABLE, TARGET EXAMPLE.TABLE; 

次に、Oracle GoldenGate コマンドラインインターフェイス (ggsci) を起動します。移行先データベ

ースにログインします。次の例は、ログイン用のフォーマットを示しています。 

 dblogin userid <user>@<db tnsname> 

ggsci コマンドラインを使用して、チェックポイント表を追加します。user は Oracle GoldenGate 

のユーザーアカウントを指すもので、移送先の表スキーマの所有者のことではありません。以下の例

は、gg_checkpoint という名前のチェックポイント表を作成し ます。 

add checkpointtable <user>.gg_checkpoint  

Replicat ユーティリティを有効にするには、次のコマンドを使用します。 

add replicat <replicat name> EXTTRAIL <extract trail file> 
CHECKPOINTTABLE <user>.gg_checkpoint  

Replicat ユーティリティを起動するには、次のコマンドを使用します。 

start <replicat name> 
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まとめ 
このホワイトペーパーでは、Amazon EC2 と Amazon RDS 両方のための Oracle Database の AWS 

への移行に対する推奨方法について説明しました。お客様のビジネスニーズや移行戦略に応じて、デー

タベースの移行には複数の方法の組み合わせが使用されると思われます。移行時における最高のパフォ

ーマンスのため、特に Amazon EC2 インスタンスおよび Amazon EBS 汎用 (SSD) ボリュームタイ

プに対し、AWS で適切なレベルのリソースを選択することが重要です。 

参考資料 
AWS サービスでのデータ移行の詳細については、次のリソースを参照してください。 

AWS 上の Oracle Database : 

• Advanced Architectures for Oracle Database on Amazon EC2 

http://d0.awsstatic.com/enterprise-

marketing/Oracle/AWSAdvancedArchitecturesforOracleDBonEC2.pdf  

• Choosing the Operating System for Oracle Workloads on Amazon EC2 

http://d0.awsstatic.com/whitepapers/choosing-os-for-oracle-workloads-on-ec2.pdf  

• Determining the IOPS Needs for Oracle Database on AWS 

http://d0.awsstatic.com/whitepapers/determining-iops-needs-for-oracle-database-on-

aws.pdf  

• Best Practices for Running Oracle Database on AWS 

http://d0.awsstatic.com/whitepapers/best-practices-for-running-oracle-database-on-

aws.pdf  

• AWS 導入事例: Amazon.com Amazon S3 への Oracle DB バックアップ 

http://aws.amazon.com/solutions/case-studies/amazon/ 

http://d0.awsstatic.com/enterprise-marketing/Oracle/AWSAdvancedArchitecturesforOracleDBonEC2.pdf
http://d0.awsstatic.com/enterprise-marketing/Oracle/AWSAdvancedArchitecturesforOracleDBonEC2.pdf
http://d0.awsstatic.com/whitepapers/choosing-os-for-oracle-workloads-on-ec2.pdf
http://d0.awsstatic.com/whitepapers/determining-iops-needs-for-oracle-database-on-aws.pdf
http://d0.awsstatic.com/whitepapers/determining-iops-needs-for-oracle-database-on-aws.pdf
http://d0.awsstatic.com/whitepapers/best-practices-for-running-oracle-database-on-aws.pdf
http://d0.awsstatic.com/whitepapers/best-practices-for-running-oracle-database-on-aws.pdf
http://aws.amazon.com/solutions/case-studies/amazon/


アマゾンウェブサービス - Oracle Database を AWS に移行するための戦略                                     2018 年 8 月 

 

46/47 ページ                                                                                                                    
 

Oracle on AWS  

• http://aws.amazon.com/oracle/ 

• http://aws.amazon.com/rds/oracle/ 

AWS Database Migration Service (DMS) 

• http://aws.amazon.com/dms/ 

よくある質問 - Oracle on AWS  

• http://www.oracle.com/technetwork/topics/cloud/faq-098970.html 

Oracle on AWS の Test Drives  

• http://aws.amazon.com/solutions/global-solution-providers/oracle/labs/ 

AWS 上での Oracle ライセンス 

• http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/cloud-licensing-070579.pdf 

AWS サービスの詳細 

• http://aws.amazon.com/products/  

• http://aws.amazon.com/documentation/ 

• http://aws.amazon.com/whitepapers/  

AWS 料金表 

• http://aws.amazon.com/pricing/  

• http://calculator.s3.amazonaws.com/index.html 

 

  

http://aws.amazon.com/oracle/
http://aws.amazon.com/rds/oracle/
http://aws.amazon.com/solutions/global-solution-providers/oracle/labs/
http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/cloud-licensing-070579.pdf
http://aws.amazon.com/products/
http://aws.amazon.com/documentation/
http://aws.amazon.com/whitepapers/
http://aws.amazon.com/pricing/
http://calculator.s3.amazonaws.com/index.html
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注意  

本ドキュメントは情報提供のみを目的としています。本書の発行時点における AWS の現行製品と慣行を表

したものであり、それらは予告なく変更されることがあります。お客様は本書の情報、および AWS 製品ま

たはサービスの利用について、独自の評価に基づき判断する責任を負います。いずれの AWS 製品またはサ

ービスも、明示または黙示を問わずいかなる保証も伴うことなく、「現状のまま」提供されます。本書のい

かなる内容も、AWS、その関係者、サプライヤー、またはライセンサーからの保証、表明、契約的責任、条

件や確約を意味するものではありません。お客様に対する AWS の責任は、AWS 契約により規定されま

す。本書は、AWS とお客様の間で行われるいかなる契約の一部でもなく、そのような契約の内容を変更す

るものでもありません。 
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